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 ７月に入り、夏休みが目の前に近づいてきました。校庭を見ると、1 年生が世話をしているアサガオの花や花

いっぱい活動で種から育ててきたマリーゴールドやサルビアの花が咲き出し、夏本番を感じます。１学期も最後

の仕上げの時期です。学習面も生活面もともに１学期を良い形で締めくくりたいと思います。暑い時期ですの

で、睡眠をしっかりとって体調には十分に気を付けていただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加太小 学校だより 

２０２２年 

７月8日 

№７ 

６～７月の学校風景 

～鈴鹿税務署の方による租税教室～ 

税金の仕組みや税の大切さについて学習しました。ま

た、１億円の入ったケースを一人一人持たせてもらいま

した。 

 

～縦割り班であいさつ運動～ 

縦割り班で各教室を回って朝のあいさつ運動を行っていま

す。まだ、少し声が小さかったり相手の方を見なかったりする

子もいますが、みんなで一斉に挨拶をすることで、挨拶が習

慣化するように取り組んでいます。 

～栄養教諭の先生による食育の授業～ 

６年生は、食べ物の着色料について、２年生は、よく噛んで

食べることについて学習しました。 

 

～学校図書館活用アドバイザーの授業～ 

１年生は「図書館の探検」、２年生は「本の紹介文の書き

方」、４年生は「本の分類と本の探し方」、５・６年生は「感

想文の書き方」について学習しました。 
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７月４日に講師として亀山警察署交通課の警察官、県の交通安全アドバイザーの方、亀山地区交通安全協会

の方々をお招きし、交通安全教室を行いました。１・２年は安全な道路の渡り方について、４・５・6 年は正しい自転

車の乗り方について、詳しく教えていただきました。警察官の方からは、「亀山市では、毎日３件程交通事故が発

生していることや道路を渡るときは運転手さんの目を見て自分に気づいているか確かめるとより安全に渡れる」

こと等を紹介されました。交通安全教室で子どもたちが学んだことを以下にまとめました。ご家庭でもお子さんと

交通マナーや交通安全について話題にしていただき、日常生活に活かしていってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回保護者会へのご参加ありがとうございました 

ご多用の中、第1回保護者会にご参加いただきありがとうございました。保護者会では、予算

要望や今後の活動予定について確認をしました。「夏休みのラジオ体操については、向井地区、

市場地区が実施すること」「管理外プール、児童の水やりは実施しないこと」等が決まりました。

また、１０月３１日（月）に行われる加太小教育懇談会では、「子どものやる気を育てる関わり方」

をテーマに講師の方をお招きし、懇談会を開催する予定です。詳細は、後日お知らせします。 

次回の保護者会は、９月２１日（水）に行います。よろしくお願いします。 

交通安全教室を行いました 

自転車の正しい乗り方 ～自転車 安全利用五則～                  

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外（13歳未満、70歳以上は歩道を走っても良い） 

② 自転車は、左側を通行（右側通行はカーブの先が見えないので危ない） 

③ 歩道は、歩行者優先で、車道寄りを徐行 

④ 安全ルールを守る 

      （× ながら運転   × 2列、3列に並んで運転） 

⑤ 子どもは、ヘルメット着用（あごひもをしめる。） 

横断歩道の正しい渡り方 

① 車道より１歩下がって待つ。 

② 信号機が青に変わったのを 

確認する。 

③ 右・左・右を確認する。 

④ 手を大きく挙げて確認しながら渡る。 

 

 

道路の正しい歩き方 

① 道路の右側を歩く。 

② 「止まれ」のところでは、停止線より１歩下がって 

止まる。 

③ 右・左・右を確認してから進む。 

 

自転車の左側に立

ちましょう。右側に

立つと車道側にな

るので危険です。 

自転車は、車の仲間

です。車やバイク、歩

行者にぶつからない

ように気を付けて乗り

ましょう。 

「右・左・右・後ろ・

前」の安全確認を

してから出発です。 


